ＡＣグループ
課題改善に関する実践例
～～生徒の主体的な学習活動を推進するために～～
日川高等学校　国語科　
（１）課題の内容
　　　　・当事者意識をもって学習活動に臨むことができない生徒がいる。
　　　　
・学習活動によって力をつけたいという意欲、または力がついているという実感に乏しい生徒がいる。
（２）課題改善に向けた具体的な取組
・グループや個人など様々なスタイルによる「アクティブ・ラーニング」を積極的に取り入れる。
・ポートフォリオを導入し、生徒が学習内容を振り返ったり、自己の活動を評価したりする機会　　を設ける。
（３）取組の成果とその要因
・「アクティブ・ラーニング」の実践によって、生徒は、自ら考えなければ何も始まらない、進んでいかないという状況に置かれる。初めは戸惑いもあったようだが、主体的な学習活動や有機的なコミュニケーションが教室内で見られるようになった。

・ポートフォリオへの記入により、生徒は、授業の最後に、授業を振り返りつつ学習内容を自分なりにまとめなおすという作業をすることになる。この作業を通じて、生徒は、十分理解しているところや理解が足りないところを、当事者意識をもって捉えることができるようになった。また、教師は、ポートフォリオへの記述をチェックする中で、生徒の理解が足りないところを次時にフォローするよう心がけている。このことは、教師と生徒の間に確かな信頼関係を築き、生徒の学習意欲をますます向上させることにつながるというよい循環を生み出している。ポートフォリオは、生徒が、自身の「学習の積み上がり感」を実感できるという効果もあった。

（４）取組の中で感じられた課題と考えられる原因
・授業での学習活動をもとに、生徒には、家庭においても積極的に学習を進めていってほしいのだが、それを実践している生徒の範囲が一部に留まっている。「“理解できた”がそのまま定着につながるわけではないこと」が認識できていないためであると考えられる。
・やや難しい内容に取り組む時などに見られる傾向だが、活動が停滞したり、マンネリ化したりする。

（５）（４）で感じられた課題に向けての改善策（案）
・つけたい力や学習内容に即し、週間課題や定期考査の問題の適切なあり方を模索していく。
・アクティブ・ラーニングで学習を進め、ポートフォリオで振り返ることの目的を繰り返し伝える。必要に応じて調べ方を教えるなど学習支援をする。
・学習内容に応じた活動のバリエーションを増やしていく。そのために、教員間での情報の共有をこまめに行うようにする。
